
DHについて

【規定】
① 試合前に指名しなかった時は、その試合で指名打者を使うことはできない。
② 指名打者に代えて、代打を使っても良い。それ以降、指名打者となる。
③ 退いた指名打者は、再び出場できない。
④ 指名打者が守備についても良い。打撃は自分の打順で打つ。但しDHは解除されその時点で終了となる。
⑤ 指名打者の打撃順は固定されており打順を変えることはできない。
⑥ 指名打者の代わりに出場させようとする選手を前もって届け出る必要はない。
⑦ 投手以外に指名打者を使用してもかまわない。

【ポイント】
指名打者を使用した場合、指名打者と守備の選手は一対で考える必要がある。
DHを解除した際は、その打順と守備位置を引き継ぐ。
(例えば、DH解除して守備の選手が打席に立つ場合は、元々の指名打者の打順になる)

【スコア記載方法】
指名打者を使用した場合のスコア記入は、必ず指名打者の横に守備の選手を記入する。
●記入例

打
順

位
置

背
番
号

DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2

5 　岩鬼　正美 5

【DHに関する正しい交代とスコア記入例】
① DH解除して指名打者が守備に付く ② DH解除して守備の選手が打席に立つ
「DH解除して、山田君がピッチャーに」 「DH解除して、バッター里中君」
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打
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背
番
号

DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2 DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2
1 　山田　太郎　(DH解除) 2 1 　里中　智　(DH解除) 10

5 　岩鬼　正美 5 5 　岩鬼　正美 5

③ 指名打者に代打 ④ 守備の選手の交代
「山田君に代わって、代打、殿馬君」 「ピッチャー里中君に代わって、殿馬君」
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番
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DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2 DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2
DH 　殿馬　一人　　/ 1　里中　智　10 4 DH 　山田　太郎　　/ 1　殿馬　一人　4 2

5 　岩鬼　正美 5 5 　岩鬼　正美 5
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【DHに関する間違った例】
① DH解除して守備の選手が代打 ② DH解除して指名打者が別の打順で代打
「DH解除して、2番打者に代打、里中君」 「DH解除して、2番打者に代打、山田君」
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置

背
番
号

打
順

位
置

背
番
号

DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2 DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2
1 　山田　太郎　(DH解除) 2 1 　里中　智　(DH解除) 10

5 　岩鬼　正美 5 5 　岩鬼　正美 5
　里中　智 10 　山田　太郎 2

③ DH解除して守備の選手の守備位置変更 ④ 一度退いた守備の選手が再度出場
「DH解除して、山田君がピッチャーに、里中君がサードに」 「2番打者に代打、里中君」
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打
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位
置
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番
号

DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2 DH 　山田　太郎　　/ 1　里中　智　10 2
1 　山田　太郎　(DH解除) 2 DH 　山田　太郎　　/ 1　殿馬　一人　4 2

5 　岩鬼　正美 5 5 　岩鬼　正美 5
5 　里中　智 10 　里中　智 10

※ 守備の選手が、元々の打順(上記の例では1番)以外の打順に入ることは無い
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